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島根県益田沖の海底地形

池 田 碩*
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OffinginShimanePrefectureinWesternJapan

HiroshiIKEDA

(1979年9月30日 受理)

1.は じ め に

調 査 地 は島 根 県 西 部 の 日本 海 に 臨 む 益 田 市 沖約1kmの 海 底 で あ る.

この 付 近 の海 底 に は,南 北 約600m・ 東 西 約400m位 の海 蝕 台 状 の 高 ま りが あ り,地 元

で は 「大 瀬 」 と呼 ばれ て い る.そ の 水 深 は 最 浅 部 で4mで あ るが,お お む ね 陸 側 で7m,

沖 側 で は10m程 で あ る.ま た,こ の400m程 東 方 に も,よ り小 規 模 な 同 様 の 高 ま りが あ り,

大 瀬 に 対 して小 瀬 と呼 ばれ て い る.

伝 承 で は,こ こは か つ て 鴨 島 と呼 ば れ る と ころ で あ った が,万 壽3(1026)年 の大 地 震

と津 波 の あ と消 滅 した とい わ れ て きた.こ の 地 に は 他 に も地 震 に ま つ わ る伝承 が 多 い1)'2)'.

そ こで,今 回 大 瀬 を 中心 と した 海 底 の 探 査 を 行 な うこ とに よ って,こ の 地 が か つ て は 島

で あ っ た こ との裏 付 け と な る よ うな もの の 発 見,な い しは 何 らか の 手 が か りを つ か む こ と

を意 図 して 調 査 が 進 め られ た.

調 査 は,梅 原 猛 京 都 芸 術 大 学 学 長 を リ0ダ ー と して,1977年7月16日 か ら26日 にか け

て,プ ロの ダ イバ0や 同 水 中 カ メ ラマ ンを は じめ,NHKの 水 中 テ レ ビ撮 影 チ ー ム等 を 含

め,か な りの 大 所 帯 で 進 め られ た.筆 者 は 地 質 ・地 形 分 野 を 担 当 した.

なお,こ の 調 査 は 継 続 され る予 定 で あ っナこの で,次 年度 調査 を 意 識 して 進 め た もの で あ

った が,し ば ら く年 月 をお くこ とに な った の で,こ の 際1977年 度 の 調 査 で 得 られ た 結果,

お よび 海 底 の 状 況 を 資 料 と して一 応 整 理 し,報 告 して お く こ とに し ナこ.

特 に,大 瀬 の 性 格 を 示 す 特 徴 あ る地 質 ・地 形3)●と して,大 瀬 の 基 盤 をな す 岩 質 とは異 な

る安 山 岩 を 主 と した 円礫 の存 在,お よ びsubmarinepothole(臨 穴)と 同mushroomrock

(木 の 子 状 岩)の 発 見 に つ い て報 告 し,こ れ らの地 形 的意 義 を 明 らか に し,前 述 の 目的 に

対 す る1～2の 堆 論 を 試 み て み た.

さ らに,こ の よ うな 海 底 調 査 は 個 人 で は 到 底 行 な え な い た め,我 国 で は2～3の 特殊 な

内容 を有 す る地 域4)●を除 きま だ ほ とん ど進 め られ て い な い.そ の よ うな 点 か ら も今 回報 告

し てお く意 義 が あ る もの と考 え る.

2.周 辺地域の地質 ・地形の概要

調査地点は中国山地か ら流下して きた益田川と高津川が,そ の下流に形成 した沖積平野

の河口沖合に当っている.
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第1図 調査地点および調査地周辺の地質概念図

第1図5)・6)・に示すように,沖 積平野の両側には,未 固結の砂礫層か らなる更新統の高津

川層群(広 域的には都野津層群)が 丘陵状に分布してお り,そ の基盤ないし背域には砂岩 ・

泥岩か らなる新第三紀中新統の益田層群(広 域的には石見層群)が 発達している.ま た,

この間の一部や周辺部には,流 紋岩 ・安山岩や凝灰岩等の分布が見 られる.

海岸付近の地形は,0般 に湾入状の地域では,ほ ぼ海岸 と平行して砂丘が発達している

のに対して,逆 に海に向って突出しているような海岸ではabrasionplatform(海 蝕台)

やstack(離 れ岩)・seacave(海 蝕洞)な どを伴なう顕著な海蝕地形が発達している.

すなわち,本 地域では沖積平野の発達する部分は湾入部 となっており,そ の先端を縁 ど

る海岸砂丘は特に西方に向って延び,さ らにその背域には蝿竜湖等の潟湖 もみ られる.

これに対し,西 端部は流紋岩か らなる人形崎や タタラ崎,一 方東部は安山岩 ・凝灰岩か

らなる鵜 ノ鼻や唐音崎等の海蝕が著しく進みつつある地域 となっている.

このような地質の分布と,地 形の配列が,付 近一帯の海岸には連続してお り,海 岸景観

の基本的なパタ0ン となっている.

なお,海 底の状況 も,海 図によると沖合3kmで 水深はわずか30m程 であり,全 体に海

岸線 と平行して徐々にしか も平滑に低下しているよ うである.

3.大 瀬付近海底の地質と地形

調 査 に 当 って まず 縮 尺1000分 の1,等 高 線 間 隔50cmの 海 底 地 形 図(第2図)を 作 成 し

て もら っナこ7)'.

この 図 に よ る と,海 岸 か ら高 津 川 の沖 合 に位 置 す る 「大 瀬」 の 高 ま り域 に か け て は,ま

ず2.5m位 ま で 急 に 深 くな り,以 後 は 徐 々 に 低 下,大 瀬 に達 す る沖 合 か ら500m付 近 で 水 深

は7m程 に低 下 す る.こ の 間 沖 合200～300mに か け て砕 波帯 の高 ま り,す なわ ちoffshore

bar(沿 岸 州)に あナこる部 分 が あ り,い った ん3.5～4mま で低 下 した後 に2.5～3mの 部
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第2図 海 底 地 形 図 単 位 一M,a・b・c‐submarinep・thole,d・e‐mushroomrock
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分が現われる.し か もこの部分の一部には,泥 岩層がほぼ水平に露出していることが確認

された.

しかし,そ れ以外ののっぺ りとした平滑な海底のほとんどは砂層か らなる.こ のように

海岸から大瀬にかけての間には,断 層の存在を思わせるような崖や急斜部は認 め られ な

い.

ところで,大 瀬の部分は,全 体に益田層群の砂岩 ・泥岩から構成 され,そ れが露出した

部分である.最 浅部の水深4m部 を除 き,全 体 としては大瀬の長軸方向 ・短軸方向共に水

深5～6mの 凸起部が広がっている.し かしこれ らの間は水深8～10mで,比 高2～4m

前後の起伏があり,低 地部は水路状の凹み ・groove(海 蝕溝)や 平坦部 となっている.

しか も水中で視野に入る状況では,激 しい海蝕のため,岩 肌はあたか も表面近 くの洗い取

られそうな層や風化部等はすべて剥 ぎとられ,硬 い骨格にあたるような部分のみを露出さ

せているような状況になっている.

このため,岩 盤の割れ目の走向などは,か な りはっきりわかる.そ の概略的方向は海底

地形図上か らも読みとれ,な かで も北部は大瀬の長軸方向N70。W,こ れに対し南部は

N55。Eの 方向性が明瞭に現われている.

このよ うに判断される地図上での状況を,水 中の岩盤で も確認してみるため,ま た水中

での調査をどのようにした らよいか,次 回の調査のためにもその精度等を確かめておくだ

め,今 回の調査用に海底にロ.一一_プを固定した基線に沿って調べてみた.

調査に当って,最 初はクリノメ0タ,一一.を使用したが,金 属性のもので も水が入 り,ま だ

水圧でガラスが割れたためクリノメーターはあきらめ,ダ イバーが使用している腕時計型

の水中磁石を代用し,そ のデ0タ ーをもとにして記録しておき,図 化の折 クリノメーター

の値になおした.こ の結果か らも,や は りN45。 ～650Eに かけての方向性が顕著に現わ

れ,し か も全体 としてかなり細かい変化を見せていることが明 らかになった.

ところで,大 瀬の部分の北側は日本海側に臨むためか,凹 凸 も著しく,ま た深 くなって

いる.さ らに北西側に向って大瀬か ら凹地(河 道 らしきもの)が 延びているが,12m以 深

になると,周 辺同様沖合へ向って緩斜しつつ も平滑な海底面へ と移行している.

ところで,「 大瀬」の部分の微起伏について,も うすこし詳細に検討してみよう.地 層

は全体に砂岩と泥岩の互層になっているようであるが,こ の うち凸部はほとんどが砂岩か

らなる.そ うしてこの砂岩部のよりオーダーの小 さい割れ目に沿って地形図には現われな

い小起伏を発達させ,ま た破壊 も進めている.し か も砂岩の表面にはホンダワラをはじめ

とする多 くの海草が付着している.こ れに対 し,泥 岩の部分は,凹 部や相対的に低いとこ

ろの平坦部をなし,表 面の起伏が少ない.し か も海草がほとんど付着していないのが特徴

である.

つま り,砂 岩部 と泥岩部では微地形の状態やその位置 と共に海草の付着の差など,ま っ

たく異なる性質を示す ことがわかっナこ.

海底か ら泥岩を陸上に揚げ,数 日間乾燥してみると,表 面か らバラバラにはがれだし,

小岩片であれば最後には軽 く1こた くだけで,崩 壊してしまう状況で,水 中にあって も海草

の根を付着 ・固定することが不可能なようである.

ところで,割 れ目の方向が全体にかな り直線的であるため,水 中ではたとえば砂岩の崖

が片側にあり,も う一方が泥岩の平坦な部分であれば,あ たか も石垣を連 らねたように見

える.ま ナこ1～2mの 幅で,砂 岩の部分が直線状にえぐり取 られKTIVところでは,下 部の泥

岩に海草が付着していないため,あ たか も石垣に囲まれた石畳みの道を連想した くなる.
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第3図 水 深11mで 発 見 され たMushroomrockの ス ケ ッチ

しか も,こ の よ うな小 さな海 蝕 溝 み た い な凹 地 がN550E方 向 を 申心 にか な り発 達 して

い る.ま ナこそれ らの と ころ ど ころ に は,当 然 なが ら砂 岩 の部 分 の崖 が 大 き く崩 壊 して,そ

の 側 壁 下部 に堆 積 し て い る と ころ もあ ち こち見 られ る.そ れ らの 崩 壊 物 は,大 きさ も不 規

則 で,し か もか な り角 張 っ て い る.

この よ うな岩 片 ・岩 塊 に対 し,と ころ ど ころ に大 小 の 円礫 が 散 布 され て い る.そ の うち

で も,特 に 直径20～30cm程 の ま るで 砲 丸 の よ うな 円礫(写 真H)が か な りの量,転 が っ

て い る と ころが あ る.

これ らの 円礫 の岩 種 は,主 とし て安 山岩 等 の硬 岩 で あ る.と ころが 今 回 の調 査 で は大 瀬

の 部 分 に は 安 山岩 か らな る基 盤 の地 域,ま1こ は そ の よ うな礫 を含 む地 層 は発 見 で きなか っ

ナこ.も し も大 瀬 に な い とす る と,い った い この種 の 円礫 は ど こか ら,い つ の段 階 に もた ら

され た もの で あ ろ うか.

ところ で,波 蝕 に よ って,さ らに加 工 され た特 徴 的 な微 地 形 が 見 つか っ て きナこ.

まず,submarinepotholeの 存 在 で あ る.そ の1つ は,大 瀬 の 中 央 部 付近 の水 深8mの

と ころ に 位 置 す る もの で,砂 岩 が水 道 状 に 幅 狭 く剥 ぎ と られ,し か もそ の よ うな海 蝕 溝が

ク ロス した 部分 に 直 径60cm・ 深 さ140cm,上 か ら見 る とあ た か も井 戸 の よ うな 典 型 的 な

potholeが 形 成 され て い る.

このpotholeは,上 部 が 砂 岩 下 部 は 泥 岩 に掘 られ て い る もの で そ の 半分 程 は砂 礫 に よ っ

て 埋 もれ て い た.写 真1は 発 見 され た ま ま の状 態 で あ り,写 真Jはpothole内 に た ま って

い た砂 礫 を取 りの ぞ い た後 の 状 態 で あ る.充 填 して い た砂 礫 は下 部 ほ ど固 くしま って い た.

続 い て 周 辺 部 を調 査 して み アこと ころ,他 に も水 深8mと9mの 海 蝕 溝 に 沿 って形 成 され

てい るpotholeを 発 見 す る こ とが で きた.そ れ らは 写真K・Lで 示 す よ うに,ほ とん ど表

面 付 近 まで 埋 もれ アこ状 態 に な って い る.

つ ぎに,大 瀬 北 西 部 の 水 深11mの と ころ で砂 岩か らな るsubmarinemushroomrockが

2ヵ 所 で 発 見 され ナこ.こ の 状 態 は 写真 の うつ りが 悪 か った の で,ダ ィ バ0に 頼 ん で ス ケ ッ

チ を して きて も らった.そ れ が 第3図 で あ る.1種 のstack(離 れ 岩)で,下 部 の す ぼ み

が 見 事 に湾 曲 を して い るそ うで あ る.こ の部 分 はnotch(海 蝕 窪)状 に波 蝕 を受 け た結 果

形 成 され た もの と思 われ る.

4.海 底地形からの推測

まず,potholeの 存在について考えてみよう.そ の形成は大瀬の高ま りが,波 蝕を受け

解体 されていく過程で作 られたものである.一般 的には波打際に形成されるもので あ る
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が,波 浪の強い日本海,し か も現在は1km沖 にあたる海蝕台のような高まりであるため

浅海底で も形成可能か もしれない.し かし,は たして水深8～9mの 現在の海底環境下で

形成 されつつあるものだろうか.豊 島によれば,山 陰海岸における海底削摩作用の水深限

界は6～7mと みている8)・.さらに種々の海底地形 と共に鳥取県岩美町網代弁天島沖の水

深7～8mと,同 町水落沖水深14mに 存在するsubmarinepotholeは 旧汀線 との関係で位

置づけている9)'.

ところで,大 瀬でのpotholeは 他に も2ヵ 所で発見されたが,そ れ らも8m・9mと3

ヵ所共ほぼ同じ水深である.し か もその表面の状態は写真で示したよ うに半分以上,な い

しはそのほとん どが砂礫で埋 もれている状態であった.今 回それ らの1つ を空にしてみた

が,そ の下の方の充填物はガチガチに固結してお り,と て も現在渦動している内容物 とは

思えない状態であった.

つ ぎに,mushroomrockの 存在について考えてみよう.同 様に水深11mの 現在の海底

で形成され得るものだろ うか.

しか も,微 地形の理解には不慣れなはずのダイバーのスケッチなのに,内 容的には上方

の砂岩の割れ目の性格や下方の緯れ部の滑 らかな湾曲の様子など,典 型的なmushroon

rockの 性格が描かれている.

下方の緯れた部分が,notchに 極似しナこきわめて滑 らかな形態をしているとい うことか

らも,こ の部分にのみ強 く波浪があたったはずで,海 が荒れた として も現海底下11mで,

この部分にのみ波蝕が進むとはやは り考えられない.

さらに近 くとはいえ2カ 所で発見されてお り,し か もその位置は大瀬の北西側の縁で外

海に臨んで形成 されている.

そこで,こ れらのpotholeとmushroomrockの 存在を合せて考えてみると,形 成 され

ている水深は前者が8～9m,後 者が11mと やや高度に相異があるように思え、るがpothole

は海底面より下に掘 り込まれるものであるのに対して,mushroomrockは 逆に海底面よ

り上に形成 されるものであることを考えると,こ の位の水深のバラツキは当然現われるも

ので,む しろ近い水深に形成 されていることの方に興味がわ く.し か も本来は両者共に海

水準面付近で形成 されるはずの地形である.

ナこだし,前 記したようにpotholeの 方は,波 浪の強い地域のごく浅海底では造 られる可

能性がある.し かしなが ら今回発見のpotholeが,も し現在の環境下で形成 されているも

のとした ら,大 瀬全体の岩質がほぼ同一の状態にあることを考えると,い まだ概査の段階

とはいえ他の異なった水深のところか らも多数発見 されてよいはずである.

このように考えてみると 「大瀬」の部分はやはり相対的には,水 没 ・あるいは沈降した

ものと考えた方が妥当であろ う.し か もmushroomrockが きれいな形態で海底に存在し

ていることか ら,そ の水没はきわめて急速に,少 なくともその形態が水没の過程での継続

的な波蝕によって変形されない速さで沈下したことが推定される.

しかし現段階では,そ れがはたして地震に伴なう沈降,さ らにその折の津波によって上

部が剥 ぎ取 られ以後急速に海蝕を受けた ものか,ユ0ス タテ ィックな海面上昇による相対

的な沈降によるものか,ま たさらにいつごろのことかは決定で きない.
一一方,安 山岩質円礫の存在については,陸 側の調査結果か ら,お そらく高津川層群(都

野津層群)起 源のものではないか と考える.す なわち陸側か ら供給 されてきたものか,現

地性の ものかのどちらかであろ う.と ころが大瀬では前述したように高津川層を地層 とし

て発見することはできなかった.し かしなが ら陸側に見 られる高津川層の分布 の延 長 か
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ら,か つては当然大瀬付近で も,現 在大瀬を構成している益田層群の砂岩 ・泥岩の上に高

津川層がおおってい1こことが推定され,そ れが未固結層であることに もより,そ の後の海

蝕によって上部の高津川層が剥 ぎ取 られていったのであろ う.そ うしてこの折大瀬での凹

凸の間を埋めるような形で高津川層群中に含まれていた大 きい円礫を中心に残った と考え

て も問題はないはずである.

同様な円礫は益田川 ・高津川の現河床に もみ られることか ら考えて,仮 に もしすべてを

現河川の上流か ら流 されて きたものとすれば,大 瀬の高まりへ どのようにしてのりあげナこ

ものかを合理的に説明す ることは困難である.

以上のよ うな状況,お よび内容をもとに1つ の推測を行なってみると,過 去 の あ る時

期,海 岸線の波打際か ら浅海底にかけてmushroomrockやpotholeが 形成 されていナこ・

その時の海岸線を仮に現大瀬の水深8～11mの 部分に想定してみると現大瀬の最浅部が

一一4mで あるか ら,当 時の海面から少なくとも5m以 上の高 さまで露出することになり,

さらに波蝕によって削られていることを考えるともっと高 くなる.し か もその上には未固

結の高津川層群がかな りの高 さまでおおっていたであろ う・

ところで,以 上のように想定 してみると,海 岸か ら大瀬にかけては,現 在の水深からし

て,一一時島の段階は経ナことして も,基 本的には島ではなく半島状の地形であったことにな

る.

しかし,い ずれにして も周囲の地形 ・地質からは,前 述 したように当然過去のある時代

には,現 海岸線付近にみ られる地層の延長か らして,こ のような古地理をたどった時期が

あっナこはずである10).

以上のような,地 形解体中の各段階が,い つ頃のことであったのかをつめてい くのが,

地質 ・地形分野に とっての残された最大の作業である・

ところで,こ のような状況と大変良 く似ナこ海岸地形を,こ の地より約30km東 方の浜田

市の千畳敷海岸11)で見ることがで きsこ・そこでは写真0,Pで 示すように,現 海水面直上

にほぼ水平に砂岸 ・泥岩があり,そ の上に未固結の都野津層がのっている.

しか も,こ こでは地形的にそれが陸端に位置している部分や,上 部に未固結の都野津層

群の礫層をのせナこまま離島化し1こ部分,さ らに海蝕が進んで都野津層が剥 ぎ取 られてしま

い基盤の砂岩 ・泥岩が露出してしまっアこ部分等,一 連の変化の様子が同一海岸で,し か も

連続し・て見 ることができるのである.

すなわち,あ る時期には,大 瀬付近まで延長していナこ半島の先端部,あ るいは島で も,

ほぼ千畳敷同様の海岸地形が発達していたものと考える.
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例 えば本調査 と同夏 に開始 された大分県別府湾の瓜生島にまつわ る海底調査.

益 田市役所(1975):地 質各説および地質 図.益 田市誌上巻所収.

島根県(1975):土 地分類基本調査,益 田 ・飯浦,5万 分 の1.

音響測深法によ り,オ リエ ンタル測量株式会社.島 根県益 田市須子町132番7が 作製.

豊島吉則(1967):前 掲.

(1978):山 陰海岸におよる完新世海面変化,地 理学評論.第51巻2号.

益 田川 と高津川 の間,海 岸砂丘 の背後 に位置す る海抜2.4mの 中須集落で井戸 を掘 った ところ4

～5m下 か ら黒土層が現われた,し か もその中か ら立 ったままの稲株が出て きた との聞 きとりを得

た.こ の件な どは再調査で きれば14C年 代測定を行な うことによって,陸 側 と合せ た沈降の年代決

定 の資料 とな る可能性が ある.

11.浜 田市の千畳敷 ・畳 ケ浦海岸は,明 治5年2月6日 の浜田地震の折,海 岸付近 で約1.5m隆 起 し

た結果海蝕 台が地表 に6.5ヘ クタール程現われた もの とされ,昭 和7年 に天 然記念物 に指定 された.

Summary

TheJapaneseArchipelagoislocatedinazoneofrelativelyyoungmountains.

Asaresult,itissubjecttofrequentearthquakesandtidalwaveswhichoftenbring

withthemgreatdamagetopropertyandlossoflife.Theresearchreportedonhere

isrelatedtoanislandwhichissaidtohavebeenstruckbyanearthquakeabout950

yearsagoandisthoughttohavesubsequentlydisappeared.Thesandstoneand

mudstonegeologyoftheoceanbottomintheareathatwasstudiedhasatopography

whichishigherinelevationthanitssurroundings.There,professionaldiversand

under-watercameramensurveyedthatarea.Theresultswerethatatadepthof

8～9meters,theyfoundthreepotholes,andatadepthllmeterstheydiscovered

mushroomrocksintwoplaces.Theseareevidenceoftopographythatwasformed

atornearthesurfaceofthesea,i,e.whentheareawasnotasdeepasitisnow.

Itisourconclusionthataftertheselandformsweremade,theareasubsided/sank

belowthesurfaceorwassubmergedbyaeustaticriseoftheseasurface.However,

inthisparticularsurvey,noattepmtwasmadetodetermineexactlywhenthismight

haveoccurred.


